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この読本では、小規模多機能型居宅介護事業所の皆様に、地域の諸々の互助と地域密着型
サービスである小規模多機能型居宅介護を繋ぐことを考えるヒントを集めました。活用いただ
ければ幸いです。 

 

 
 
 
 



 誰もが望む地域の中での普通の暮らし 

 
住み慣れた地域の中で暮らし続けることを誰もが望んでいます。 
 しかし、これまでは自宅での暮らしが困難になると施設しかないと思
われていました。 
 地域密着型サービスが創られ、小規模多機能型居宅介護が制度化
されました。これまでの「在宅か施設」から、地域で暮らすことが可能に
なるための取組みです。 
  この取り組みは、介護保険のサービスだけでは地域の中で暮らし続

けることはできないことから、地域のいろいろの力・資源と繋がることが
必要です。 
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小規模多機能型居宅介護の 

ライフサポートワーク 
家族や本人の要望（主訴）を聞いて利用回数増やす、時間を長くする 
逆に、これだけしかサービス量はありませんと調整する   
それが小規模多機能型居宅介護のケアマネジメントではありません 
  ⇒ひとりひとりの「必要」をマネジメントすることです 
  ⇒目の前の人の暮らし(生活)を支えるためには、地域の中でのこれまでの暮らしそのものを支えるた

めには、あらゆる資源を活用し、支援することが必要となります。小規模多機能型居宅介護が自ら
の介護保険内の「通い・訪問・宿泊」だけで支えようとしたら、ご本人の望む地域での暮らしから切
り離すことになります。先ず自己実現「ご本人の望む暮らし」を考えてみましょう。 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
これまでのサービスではできなかったが、小規模多機能型居宅介護で可能になったこと・・・・・・ 
 
①運営推進会議での事例検討から、地域の皆さんの力で、利用者の地域での具体的支援が始まる。 
  制度化された運営推進会議を活用し、事業所の力だけでなく地域の力を活用した取り組みとして 
  見守りや配食などの実際に利用者支援となっている。 
②拠点だけでの支え方だけでなく、利用者宅や公民館を利用したサロンなどを活用した地域生活が行 
  われている。 
  ご本人の望む暮らしは、「通う」ことではなく、これまでの暮らしの継続。自宅での暮らしであったり、 
  これまでの仲間との楽しみごとである。その支援は、地域の仲間やボランティアが地域の中で助け 
  合うものになっている。 
③働く場 
    役割・生きがいづくりの取り組み 
④家族支援 
    本人を支援するために、間接支援として家族を支援 
 

小規模多機能型居宅介護で可能となってきた柔軟かつ自由さを活かした取り組み 
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ライフサポートワークでは  
地域や社会資源とともにつくる暮らしの支援 

 
 

｢○○したい｣の実現の積み重ね 
・本人の生きがいは何か 
・望んでいることは本当に実現不可能か 
・どうすれば実現可能か 
・本人が使っていた社会資源は何か、どこにあるか 
・開発しなければならない社会資源は何か 
・どう具体化するか（コンセプト・プログラム・プロジェクト） 
・どう本人、地域と協働するか 
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地域にある多くの資源 
 
小規模多機能型居宅介護が先ず活用すべき資源は、ご本人の持つ資源です。下
記の図では、左側になります。いろいろの種類の関係があります。これまでの
暮らしそのものがそこにはあります。一人ひとり異なるわけです。対象者一人
ひとりの理解なしには、地域での支援にはなりません。これまでの暮らしその
ものを理解することから始めなければなりません。 
 

4



地域の力を生かす取り組み事例 
沖縄・宮古島市 「きゅ～ぬふから舎」では 
 
 

 
 
 
 
 
 
 「ここで暮らし、死んでいきたい」との島の人たちの願いに応えるために、小規
模多機能型居宅介護の事業所は、利用者の人を支えるために、地域の「利用
者を心配している人」たちを利用者の支援に結び付けています。 
 周りで心配しながらも、手が出せていない地域の皆様の力を、支援に結び付
けています。朝から昼からの「おかずの届け」、「見守り・話し相手」など「難しい
こと」ではなく、仲間として友人として、あるいは地域の一員としての支援を働き
かけています。 
 この繋ぐ活動は、利用者の血縁や地縁、関係性など、これまでの暮らしや繋
がりを知ることが大切です。これまでの介護保険事業所では、介護保険のサー
ビスだけ、すなわち自分たちのサービスだけで支えようとしてきました。しかし、
地域の助け合う力を核にして、できないところを私たちの力で支える、と考えを
変えていくことが必要ではないでしょうか。 
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地域の人にお願いすること 

広島県・福山市鞆の浦・さくらホーム では 
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さくらホーム では②  繋ぐかかわり 

暮らしにあわせた支援 
     暮らしの継続性を大切にする視点 
      安心できる居場所づくり 
      リスクマネジメント（火の不始末・体調管理など） 
人間関係の再構築  
     元々大切にしてきた人たちとの関係づくり 
      スタッフ・利用者との新たな関係づくり 
      家族同士の関係づくり（家族の集まり） 
支えあえる街づくりの支援 
    いきいきサロンへの参加を通し、高齢者・ボランティアとの顔つなぎの支援 
       たまり場での声かけや情報収集 7



小規模多機能型居宅介護事業所 はしだて では 
地域に根付くために 

開所に向けて心がけた事 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事業所と地域との関係づくり 
 開所前の取り組み 
 
 

地区区長会長さん、町の区長さん、民生委員さん、地区老人会会長さん、町の老人会 

会長さん、駐在所さん、消防分団長さん、ご近所さん等への挨拶まわり 
 ・ 区長役員会で挨拶 ・ 地区老人会の役員会で挨拶  
 ・ 町の老人会役員会で挨拶  ・ 老人クラブで挨拶 
 ・ 内見会、開所式の開催 
 
 開所後の取り組み 
   ・ 常にあいさつ  ・ 近所のお店での買い物 ・ 近所の食堂での外食 
 ・ 見守り隊の方への声掛け  ・ 町内の老人会役員会に参加 ・ 防災訓練の近所の方の参加 
 ・ 運営推進会議 
 

地域との関係づくりは 
今日・明日とすぐに関係が出来るものではない 
ゆっくり、しっかりと築きあげていくもの。 
           そして 
  地域には地域性があり、知る事が大事 
 
スタッフに対して 

今、目の前にいる利用者様はどこでどう暮らしたいかを知る事が大事であ 

ることを知ってもらう。 

そして、その為にはどんなかかわりを行うかを考える。  
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小規模多機能ホーム ぶどうの家   では 

• 目の前のその人を支える。今そ
の人に必要なことは何かを思い
実行する。 

• どんな風に暮らしたいのか、一
緒に考える。これまでの生活を
大切にしながら、これからの生
活を楽しむ。 

• とことん在宅にこだわる。（ただ
し家族を追い詰めない。） 

• とことんぶどうの家にこだわる。
自分たちの都合で投げ出さない。 

利用者から学んだこと 
• 本人の願いを知ること 
• 本人の力・とりまく力を見極め、信じること 
• 本人をとりまく人たちの力を借りること 
• 人と人のおもいを繋ぐこと 
• 私の価値観をおしつけないこと 

「ぶどうの家」の 
       こだわり 
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小規模多機能施設めおといわ「ゆい」では 
 

 
 
 
 
 
 
○ご利用者を不必要にサービス漬けにしない 
○事業所だけで自己完結しない 
○我々の敷いたレール（都合）に利用者を乗せない 
○暮らしぶりや本人の想いを知る 
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いつでんどこでん では 

地域密着のNPO法人を設立しました 
地域の中で安心して暮らし続けられるようにしていくためには、
介護保険等の公的サービスだけでは困難で、地域での見守り
や助け合い、交流が必要と感じる。 
私たちは、事業者としてのサービスと住民の活動を如何に結
び付けていくかが必要と考えます。 
そのために 地域の住民が、自らの地域のあり方を考え、 
自ら活動していくようになることを目指し、地域密着の法人を
設立しました。 
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資源活用のプロセス 
1. 資源を見えるようにしょう 
地域資源マップを創ろう    作る過程が大事！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. 資源をつなぐ ネットワーク 
繋ぐ支援  エンパワメントの支援 
   人と人を繋ぐ 
   人と場を繋ぐ 
   人と地域を繋ぐ 
   生きがいに繋ぐ 
   役割に繋ぐ 
 
 
3. 担い手の必要 
小規模多機能のスタッフで、地域の中で 
地域コーディネーターとして活動すること 
ができるようになれば、地域を繋ぐことも 
更に可能になる。 
 
 

 

 フォーマルな資源  インフォーマル資源を重ねて 
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  地域の中には、活用できる地域資源が多くある 
 
隣人、友人、ボランティア、自治会、サロン・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
これまで「地域資源」というと、公的な機関や施設などが言われてきた。 
しかし、先ず地域で暮らす人にとっての資源は、本人の持つ「関係ある資源」
です。その資源と切り離さないこと、繋ぐことが重要です。 
小規模多機能型居宅介護そのものも地域の中の資源の一つであり、小規模
多機能型居宅介護のスタッフもまた、地域住民の一人です。事業所のスタッ
フとしての見方だけでなく、地域の一員、住民としての見方・考え方が必要で
す。そのことを行い、また地域との繋がりを再構築することも必要です。 
 
地域の資源と利用者を繋ぐために 
要介護となっていった高齢者は、地域との関係が既に切られていたり、ほと
んどない状況になっている方々が多い。そこで、繋がりを創るためには、「だ
れもが集い助け合う場」と「繋ぐ人」が必要になります。 
 

地域の力が支える生活の継続性 
 
人は人の助けを借りずに一生を終えるか 
地域の力が高齢者を支える 
地域での生活を可能にするため、継続の重要性や 
なじみ、住み慣れた空間など重視しなければならない 
 
なぜ地域の力を必要としているか 
 
なじんだ自然や地域の中で 
なじみのある人との関係の中で 
なじみの家や物の中で 
なじみの生活スタイルで 『私らしく生きたい』  
このことを実現するために地域との繋がりが 
問われなければならない 
 
どのような地域であっても、本人が暮らしてきた地域、 
または暮らしていく地域である。 
小規模多機能型居宅介護はそうしたいろいろな地域 
の中で、折り合いをつけながら支えていくこと。 
そのためには、地域の状況を理解するとともに、 
認知症になっても、こんな風に暮らすことができると 
いうことを示していくことが必要 
 
※地域を見ながらいろいろな方法を試し、積み重ねていくことが必要であり、地域を変えていくことは何十  
年もかかることを理解することも必要 
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地域の資源を活用しよう  
 
地域には多くの資源があります。また、創られつつあります。小規模多機能型居宅介護では、
この資源を活用することが地域での暮らしとなります。 
地域の活用できる資源は、地域のフォーマルな資源だけではなく、認知症サポーターや隣
人・友人、お店などの多くのインフォーマルな資源があります。 
住民同士の助け合いは、助けられているように見えないように行われています。 
小規模多機能型居宅介護では、サービスでインフォーマルな支えあいを消さないよう注意が
必要です。 
本人と周囲の関係や距離感に注意しながらマネジメントを行い、小規模多機能事業所ですべ
てを抱え込まないようにしましょう。 

 

発想は、地域そのものでの暮らし 
  事業所と自宅だけでの支え方から、地域での暮らしの支え方に 
  発想を転換しょう 

 

商店街での 
居場所づくり 
(熊本市健軍商店街) 
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ケアは施設で完結しない。 

地域力を活用・引き出す取り組みを・・・ 

なじみの魚屋での買物支援 

毎月の法恩講に… 
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地域資源の活用は「地域の生活課題」を解決する 

フレキシブル支援
センター 

（北海道釧路市） 

あったかふれあい
センター（高知県） 

16



介護予防拠点の活用  
 

介護予防拠点も活用できる資源 
福岡県大牟田市をはじめ全国で小規模多機能型居宅介護に介護予防拠点が併設され、
また単独の介護予防拠点でも小規模多機能型居宅介護の利用者の利用が行われてい
る。これまでの地域での繋がりを切ることなく、また再構築する場となっている。 
そこでは、要介護者と地域の皆さんとの交流が図られ、地域での暮らしの支援になって
いる。 
 

 

地域の縁がわ とは 
地域の、誰もが、気軽に集え、交流し、 
地域の課題を、互助の中で、解決していく
場 
 
地域の誰もが気軽く集え 
自然な交流が図れる雰囲気 
色々な課題を話し合えて 
自分たちでできることはどうにかしていく活
動の場 

地域ふれあい
ホーム 

（熊本県） 
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自由さ・柔軟
さの活用 

地域の中で暮らそう 
利用者の望む暮らしは、これまでと変わらぬ暮らし。暮らしは、
地域の中にある。地域で暮らし続けることを支援するのが小規
模多機能型居宅介護。さあ地域に出よう。地域には多くの資源
がある。探そう、活用しよう、なければ創ろう。 

地域の中で暮らし続けるためには、地域との交流が必要で、その拠点が不可欠。 
拠点は、介護保険などの事業所の中にも組み入れられることが望ましい。 
しかし、これまで「制度の壁」があったが、小規模多機能型居宅介護は在宅の 
包括報酬故に自由さ・柔軟さがある。小規模多機能型居宅介護の良さを発揮し、 
地域の中での暮しを支援しよう。 

 これまでの
サービス 

小規模多機能
型居宅介護 
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ライフサポートワークの事例より 

 

 
 
 
 
 
 
 

⇒どのような支援を考えますか? 
 関係者集まって意見と知恵を出し合おう! 
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地域での暮らしは介護サービスだけで支えるものではない 
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